
AI基盤として進化するDBMS  
JSONとベクトル対応が業界標準に

こうした課題の解決には、データベースマネジメントシス
テム（DBMS）の進化が鍵を握る。DBMSはアプリケー
ションや技術トレンドに追随するように進化しており、現在
も AI基盤としての役割を担うべく大きな転換点を迎えてい
る。大きなポイントは対応データだ。かつての ITシステム
は、RDBMSで管理する構造化データを扱うことが大半
だったが、AI活用の潮流の中で非構造化データの活用ニー
ズが高まり、蓄積先もRDBMSだけでなくオブジェクトスト
レージに、分析手法もBI、OLAPだけでなく生成 AIを活
用したものが増えてきた。こうした変化に対応するため、各
DBMSベンダーは、JSON型やベクトル型といった新しい
データ型を取り込み、生成 AIなどの最新技術にも対応した
ミックスワークロードへの対応を進めている。

AIで扱うデータには、ログ、テキストファイル、画像など
の非構造化データが多く含まれ、これを AIなどが理解でき
るようにするには、ベクトルという表現に変更する必要があ
る。そのため、実際に PostgreSQLやMySQLといった
主要 RDBは JSONや時系列データ、さらにはベクトルデー
タにも対応し始めており、AIモデルの前処理や特徴量管理
にも活用可能となっている。

AI基盤にRDBが適している3つの理由

ここで、今 AI基盤としてRDBが注目されている理由を
改めて整理しよう。１つ目は、先述のベクトルデータと構造
化データを一元的に管理できる点だ。これまでは両者は異

AI活用の中核に浮上するDBMSの可能性

AI・生成 AIの活用の取り組みにおいて、企業は自社が有
する膨大なデータを効率的に管理・活用する必要に迫られ
ている。しかし、実際にはこのデータ管理においてさまざま
な課題が顕在化している。

1つはデータのサイロ化だ。企業にはさまざまな業務シス
テムが存在しているが、データの格納先としては、構造化デー
タ用のRDBMSのほかに、非構造化を含むデータレイクな
ども存在し、異なるフォーマットや分散されたデータストアに
よって統合が困難となっている状況だ。機械学習やAIなどの
分析ツール群は、ファイルベースでデータレイクに直接アクセ
スするケースが多いが、業務データとAIモデルが分断してし
まい、AIや生成 AIの業務統合が進まない状況に陥っている。
データが分散していることはさまざまな弊害をもたらす。ま
ず即時性のある意思決定が困難となり、リアルタイム処理が
求められるユースケースでも、データの取得から分析までに時
間がかかってしまうリスクがある。また、データのみならず IT
インフラ運用では業務の属人化が進み、自動化が遅れている
企業もある。手作業中心の運用が続き、スキルギャップや自動
化ツールの未整備により、運用負荷も増大している状況だ。　
このほかにも、旧式の ERPやメインフレームが足かせに
なり、古いアーキテクチャがクラウド移行や API活用を妨
げているなど、レガシーシステムが残存するがゆえのデータ
連携の課題や、データベースの多様化によって統制が難しく
セキュリティ・ガバナンスの不備が生じるなどの課題もある。
基本的には、システムがサイロ化し、個別最適されているこ
とが根本的な問題だ。
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なるDBで管理されていたが、RDB自体にベクトルデータ
の列を持てるようになり、ベクトル検索と属性データの検索
を同一 SQLで実行できる。例えば、過去の契約書から類
似する条文を検索し、契約タイプ NDAに絞り込むといった
処理も、RDBであれば 1つの SQLで実装可能だ。
第 2に、SQL自体の進化である。AIではデータの前処
理に時間を要しがちだが、RDBであれば SQLだけで柔軟
に対応できる。ウィンドウ関数による特徴量生成、JSON
を使った半構造化データの取り扱いなどを含めて、さまざま
な処理をDB内で完結することで ETLや Pythonなどに依
存せず、軽量な AIパイプラインを構築できる。
最後の 3つ目が、既存アプリへのAI機能の組み込みやす

さだ。RDBは AIの推論 APIとの連携も可能になり、既存
アプリにAI機能を組み合わせるハードルが非常に下がってい
る。顧客データベースにベクトル列を追加し、SQLで問い合
わせ履歴から類似事例を抽出して提示するようなAI機能を実
現するなど、既存アプリとの連携や拡張がシームレスに行える。

Nutanix Database Serviceが描く  
次世代DB基盤

RDBが AIの重要な基盤の 1つとして進化する中、そ
の活用を最大限にサポートするのが、Nutanix Database 
Service（NDB）である。NDBは、ハイブリッド・マル
チクラウドにまたがって展開されたNutanixプラットフォー
ム上でデータベースをデプロイする際に使用する次世代
DBaaS基盤であり、さまざまなメリットをもたらす。
１つが運用効率の向上だ。高速スナップショット、ゼロバ
イトクローン、REST APIによる自動化により、プロビジョ
ニング、クローン作成、パッチ適用、リカバリーが簡素化さ
れる。可用性構成やバックアップ・リストアを、大規模なデー
タ容量でも数十分単位で実装できる。

2つ目がマルチ DBの統合管理だ。Oracle、SQL 

Server、PostgreSQL、MySQL、MongoDB など、異
種 DBを単一のGUIで一元管理でき、APIフォーマットの
統一により、運用スクリプトや監視ツールの再利用が可能。
これにより、複数のDBを管理する運用チームであっても、
運用負荷を軽減しながら運用できる。

3つ目が AI連携の強化だ。ベクトル DB対応によって
MLOps/AIOpsとの統合が可能であり、AIモデルの運用
を既存フローに組み込める。ベクトル列を含むデータベース
を任意の時点に復元できるタイムマシン機能を備えているた
め、モデルの再学習や推論の再現性を確保できる。NDBを
主軸に据えることで、AI運用とDB運用を分離せずに一体
的に管理できるのが強みだ。
そのほかにも NDBでは、デプロイした DB群に対し

て、構成・インベントリ情報の収集と管理をシェルで簡易
化するなどセキュリティや統制確保が行いやすく、また、
PostgreSQL限定ではあるが、TimescaleDBというエク
ステンションを利用することで、ストリーム処理を組み合わ
せたリアルタイム性の高いデータ活用も可能だ。
以上のように、AI時代に、改めてRDBMSが注目を集

める中で、NDBの採用は最も現実的かつ効果的な選択肢
の 1つと言えるだろう。
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Nutanix Database Services（NDB）は
DBMSの構築～運用管理をシンプルにする。
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ががNNDDBBのの提提供供範範囲囲でであありり、、仮仮想想ママシシンン上上ににNNDDBBののイイメメーージジをを導導入入ししてて利利用用ししまますす。。
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NNDDBBはは、、DDBBMMSSのの構構築築〜〜運運用用管管理理ををシシンンププルルににししまますす。。
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